
１．はじめに 
(1)背景 

図-1

(2)目的 

２．研究の視点と流れ 
(1)研究の視点 

(2)研究の流れ 

３．ヒアリング調査 
(1)調査手法 

表-1

(2)調査結果 

表-2

項目

基礎 
情報

撮影日時

撮影場所

撮影場所への訪問頻度

撮影場所での撮影頻度

物理的
要素

主な被写体

撮影の前後を含めた 
身体・視線の動き

周辺状況

心理的
要素

撮影時に意識・こだわ
ったもの・こと

撮影時の感情

写真のタイトル

その他
編集の有無

その他補足

表-1　ヒアリング項目

日常生活における風景発見に関する基礎的研究 

熊本大学大学院　学生会員　  ○林　大貴　　　 熊本大学工学部　 正会員    　星野  裕司  　
　　熊本大学工学部　 正会員        増山  晃太　  　  熊本大学大学院　学生会員   　尾野　 薫 　

被験者 実施日(平成27年) 所要時間 枚数

A 8月17日(月) 30分程度 3枚

B 8月29日(金) １時間半程度 4枚

C 9月12日(土) １時間程度 5枚

D 11月4日(木) 30分程度 3枚

E 11月4日(水) １時間程度 3枚

F 11月11日(水) １時間程度 2枚

G 11月12日(木) １時間程度 2枚

H 11月16日(月) １時間程度 5枚

I 11月16日(月) １時間程度 5枚

表-2　調査の概要

図-1　芭蕉の句1)



４．データの作成 
(1)物理的要素の図化 

図-2

(2)心理的要素の紐付け 

図-3

５.分析 

(1)「領域」による整理（物理的要素） 
a) 領域内視線・領域内移動 

b) 領域外視線・領域外移動 

(2)「意識」による整理（心理的要素） 

６．おわりに 
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図-2　山道で撮影された写真と物理的要素の図化

図-3　心理的要素の紐付け
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